　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　計量機器工業部会　　
　　

　計器分科会　　　　岸　　昭

計器分科会会員と其の業種

　　　　新日本計測　（株）　　　　　　ガラス温度計　　　　川崎市
　　　　計測サービス（株）　　　金属温度計。圧力計　　　　横浜市

　　　　川崎計器　　（株）　　　同じ　　　　　　　　　　　川崎市

　　　　横浜計器　　（株）　　　通信機　　．圧力計　　　　横浜市

　　　　横浜計器メンテナンス（株）同じ　　　圧力計　　　　横浜市
　　　（株）東海計器製作所　　　　　　　　　圧力計　　　　茅ヶ崎

計量機器工業部会は４分科会に分かれて,それぞれの業種は異業種の集団であります。諸計器分科会は其の名の示す如く工業部会の縮図とも思えるように六社、
共々全く異なる業種の集団であり尚零細企業といっても過言では有りません。
その様な訳で、分科会個個はその業種内容に付いては全く無知であり、本稿を認めるため、２、3の企業にそれとなく確認致しましたが、現在は物流の経路
も昔日と大きな変化を齎しており、又企業秘密の一環もあり共に一様ではないという事です。
　例えばタクシーメーター分科会が、質量計（はかり）分科会の内容が不明でも、関心を持たないと同じように、諸計器分科会も会員同士、全く交流が無くとも特別な期待もないと言う事ですが今までは協会からの伝達と共通の法令改正がある時にのみ連絡するのみでした。
今後は業種は相違すれど計量業界に籍を置く事を前提に極力意を注いでいきたいと思います。
附則

　

ガラス製温度計に付いて、。

　当分科会は別紙のごとく、それぞれの業種が個別に、それぞれの分野で物つくりに励んでおり、その全容が解明されない為、わが社のガラス製温度計について、断片的ですが述べてみたいと思います。わが国のガラス温度計の基礎は

（1） 平賀源内（１７６８）とされている。源内曰く(管の中に薬水あり、暖

なれば薬水自ずから昇り、寒ければ自降する．かかること誠に奇なりとす。）

（2） 中村善右衛門の蚕温計（１８４０）の後継者、田口の作品は福島県に

現存す。

（3） 幕府の軍艦、開陽丸が沈没した（１８７１）、が引き上げの結果、船舶

エンジンの温度計が確認された希少な例である。（東日本計量器工業協同組合

の資料による。）

　現状のガラス製温度計の業界。

創業明治時代より、大正、昭和、平成、と四代に亘って、ガラス温度計に、

従事しておる企業が大部分である。五、六年前、同業他社より、テレホンカー

ドが送られてきた。表題に創業百年とあり、大いに驚いた次第であります。

協同組合の常会にその話をした所、うちは百三十年ですと言われ驚きの連続でした。

当初はアルコール寒暖計が主な製品で、大正に入り水銀温度計が主流になり。

それぞれが、企業の特色を生かし、やや専門的に分別され、全て手作りの工場

（多品種少量生産）．ある程度機械による(少品種多量生産)に分かれている。

年々従事者は減る傾向にあり、量産態勢の中以上の企業は。現在中国より流通

価格の２０パーセント程度の物が輸入されその対応に苦慮しておる。
